









































































































s 協調会を分析した最初の研究書として W.Dean Kinzley, Industrial Harmony in Modern Japan ;the
Invention of a Tradition, Routledge 1991.がある。日本において社会政策学会が「協調会解散50周年」を記念
する共同研究発表の場を設定したのは1996年であった。





















































































































































































































染色業 造船機械 化学工業 鉱山 官業 計
扶助救済事業 53 35 23 19 5 152
住宅寄宿舎 58 18 18 19 4 121
日用品供給 53 18 18 19 12 127
賞与諸給与 53 34 22 19 11 155
衛生医療 61 33 23 20 12 165
貯蓄金融 59 26 21 18 12 148
教育修養 58 25 21 14 5 136
慰安娯楽 58 29 21 19 4 146
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